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���� 月 ���� 日（金）PM3：00～6：00、集合は1時 
ゲネプロ：�������� ������  

 舞台スタッフも全員立ち会いプロ
グラム通り演奏します。コンサート
成功のための重要なプロセスです。
司会が入り、舞台配置、音響チェッ
ク、照明テスト、映像テストも含め
て全曲を演奏します。 

 次はゲネプロにあたっての注意事項です。 
1. 演奏譜面は順番通りに綴じておく。当日、
譜面台紙（赤）に綴じ込みます。 

2. 楽譜、楽器、譜面台などに名前を書く、目印を付ける。 
3. 本番の衣装チェック。靴や小物を忘れないで。 
4. 舞台裏で蛇腹止めを外し、入場の際は左手でベローを押さえて出る。 
5. 譜面台は舞台の備品を使います。座奏の場合は一番低い位置が目安（角度は微調整）。立奏の場合

は高さに注意！ 
6. 座り位置を確認し、椅子は指揮にまっすぐ向け、まっすぐ座る。左右の（カーブ）ラインも注意。 
7. ライトがあたったり、明かりの加減が普段と違ったりします。楽譜が見えない、指揮が見えない等、
問題があったときはスタッフに。 

8. ステージでは、必ずスイッチ（左右）を確認し、はじめの音を確認して指揮を待ちます。 
9. 演奏中は指揮（またはリーダー）に集中し、節目節目で、はっきり振りを確認。 
10. 同じパートや、他のパートを聞き、しっかり流れ（リズム）に乗りましょう。 
11. 笑顔で！！ 何よりも演奏を楽しむことが大切。演奏の喜びを目一杯表現しましょう。 
12. 演奏が終わったらにこやかな表情で静止。ソロや重奏では揃って挨拶、合奏等では指揮者が代表し
て挨拶。（つられお辞儀はしない） 

13. 演奏の曲間（とくに音のない間）や、演奏終了直後の音のない瞬間に、ベローを閉めて空気音をだ
したり、鍵盤に手が触れて雑音を出すことは厳禁。ベローは静か
に閉じます。 

14. 舞台での行動は「慌てず、急がず、でも機敏に」。譜面を落とし
たりしないように。 

15. 舞台進行をスムーズに進めるために、自分の出番を進行表に基づ
き常に確認して。演奏時間に一人遅れても大穴があきます。演奏
の2曲前には舞台脇（下手）にスタンバイ。 

16. リハーサル、本番を含め、会場や、指定場所から勝手に移動する
ことは禁じます。外出等、どうしても必要な場合は必ず各団体の
責任者や当日体制の長に申し出て下さい。 

 


